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第
１
回
定
例
会
を
３
月
５
日
か
ら
３
月
12

日
ま
で
の
８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、

定
期
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度
町
政
執
行
方

針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
、
各
会
計
予
算
案

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、一般
質
問

は
、
山
本
議
員
、
白
井
議
員
、
小
森
議
員
の

３
名
が
行
い
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予

算
、
専
決
処
分
の
承
認
・
報
告
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
本
会
議
に
お
い

て
承
認
し
、会
期
を
２
日
残
し
て
閉
会
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
定
期
監
査
報
告

◆
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

・
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

◆
使
用
料
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
つ
い
て

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
移
住
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
敬
老
年
金
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

◆
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
公
営
住
宅
設
置
管
理
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◆
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

【
一
般
会
計
】

・
林
業
専
用
道
（
規
格
相
当
）
作
設
工
事

　

５
，
０
７
０
万
円
新
規

・
公
営
住
宅
建
設
工
事

１
，
３
１
８
万
３
千
円
減

◆
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開
く
」

　

決
議
に
つ
い
て

　

提
出
者　

小
森
嘉
孝
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
美
春
議
員

　
　
　
　
　

山
本
仁
美
議
員

第
１
回
定
例
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和 2 年２月～令和２年４月）

2 月 3 日
令和元年度市町村長と議会議長との
意見交換会出席のため議長初山別村
に出張
2 月 10 日
高橋はるみ参議院議員近況報告会出
席のため議長留萌市に出張
2 月 13 日～ 2 月 14 日
北海道町村議会議員公務災害補償等
組合議会定例会及び北海道町村議長
会理事会出席のため議長札幌市に出
張
2 月 17 日
第１回議会全員協議会開催
2 月 19 日
第１回議会運営委員会開催
2 月 25 日～ 2 月 27 日
北海道後期高齢者医療広域連合議会
定例会及び全国過疎地域自立促進連
盟北海道支部役員会出席のため議長
札幌市に出張
3 月 2 日
留萌管内町村議会議長会臨時総会出
席のため議長羽幌町に出張
３月 26 日
第３回議会報発行特別委員会開催
4 月 7 日
第４回議会報発行特別委員会開催
4 月 23 日
第 2回議会全員協議会開催
4 月 24 日
第５回議会報発行特別委員会開催

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

決
議
案
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

及
び
遠
別
町
福
祉
灯
油
等
購

入
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、
国

か
ら
の
事
業
の
実
施
要
請
に
よ
り
、
低
所

得
者
・
子
育
て
世
帯
主
向
け
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
遠

別
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月
１
日

か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
間
、
申
請

を
受
け
付
け
た
結
果
、
１
４
１
人
に
販

売
い
た
し
ま
し
て
、
総
販
売
金
額
は
２
，

７
２
４
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

遠
別
町
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
灯
油
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
在

宅
で
生
活
す
る
非
課
税
者
の
う
ち
、
高
齢
者

世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
等
を
対
象
に
１
世
帯

１
５
千
円
の
助
成
に
取
り
組
み
、
昨
年
の
12

月
16
日
か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
間
、
申

請
を
受
け
付
け
た
結
果
、１
８
８
世
帯
、２
，

８
２
０
千
円
の
交
付
決
定
を
い
た
し
ま
し

た
。

遠
別
農
業
高
等
学
校
男
子

寮
増
築
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

12
月
か
ら
着
工
し
て
お
り
ま
す
男
子
寮

増
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
遠
別

農
業
高
等
学
校
を
守
る
会
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

当
初
、
杭
打
ち
箇
所
に
水
道
管
が
埋
設
さ

れ
、
水
道
管
の
移
設
工
事
を
行
う
な
ど
、

着
工
に
遅
れ
が
生
じ
、
年
度
内
の
完
成
を

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
内
に
は
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
打
ち
終
わ
り
、
年
明

け
か
ら
は
棟
上
げ
・
屋
根
・
外
壁
と
順
調

に
工
事
が
進
み
、
３
月
上
旬
に
は
内
装
工

事
も
概
ね
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
備
品
に
つ
い
て
も
発
注

済
で
あ
り
、
工
事
完
成
後
に
は
速
や
か
に

納
入
で
き
る
よ
う
準
備
が
で
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
年
度
内
に
着
実
に
完
成
で
き
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
新
入
生
も
町
外
か
ら
多
数
入

学
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
入

寮
定
員
の
不
足
が
解
消
さ
れ
、
適
切
な
生

徒
指
導
と
教
育
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
道

内
に
お
い
て
感
染
者
が
拡
大
し
、
児
童
生

徒
や
学
校
関
係
者
へ
の
感
染
も
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、北
海
道
教
育
委
員
会
よ
り
、

道
内
小
・
中
学
校
全
校
を
対
象
に
２
月
27

日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
一
週
間
、
臨
時

休
業
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
を
受
け
、
本
町
の
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
臨
時
休
業

の
措
置
を
と
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
、
国

か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
の
春
休
み
開
始
前
日
ま
で
の

臨
時
休
業
の
要
請
を
受
け
、
さ
ら
に
、
北

海
道
知
事
が
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し

た
こ
と
か
ら
、
本
町
も
各
学
校
を
臨
時
休

業
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
」
に
つ
い
て
も
、
学
童
保

育
、
子
育
て
支
援
、
短
時
間
保
育
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
同
じ
く
臨
時
休
業
と
し
、

長
時
間
保
育
に
つ
い
て
は
、
昼
食
持
参
の

希
望
保
育
の
み
の
対
応
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、社
会
教
育
施
設
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
健
康
を
考

慮
し
、
こ
の
期
間
は
閉
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
に
危

機
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
の
で
、

感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）
　

男子寮（増築）の外観（３/10 撮影）　

休 業
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第  

１  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

１　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

　
　
地
域
お
こ
し

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
、

全
国
各
地
で
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
図
り
、
雇
用
創
出
と
地
域
の

活
性
化
、
地
方
創
生
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
国
、
道
、
企
業
と
連
携

し
て
送
電
網
設
備
と
企
業
誘
致
が
で
き
な

い
も
の
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
本
町
は
風
力
設
備
を

設
置
す
る
た
め
の
広
大
な
面
積
の
町
有
地

が
数
少
な
く
、
大
規
模
な
事
業
展
開
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
風
力
事
業
で

の
企
業
連
携
・
誘
致
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
送
電
網
の
整
備
は
過

去
に
民
間
会
社
に
お
い
て
、
日
本
海
側

ル
ー
ト
に
新
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
北
海

道
と
本
州
を
つ
な
ぐ
海
底
送
電
線
で
あ
る

「
北
本
連
系
線
」
の
増
強
計
画
の
縮
小
に

よ
り
、
採
算
性
が
見
通
せ
な
い
た
め
計
画

が
凍
結
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
の

整
備
も
困
難
だ
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る
導
入
を
見
据
え
、
国

の
施
策
と
の
整
合
を
図
り
、
本
道
で
の
課

題
や
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
国
へ
の
働

き
か
け
を
は
じ
め
と
す
る
対
応
が
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
に
お
け
る
、
国
・
道
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

２　
子
育
て
世
帯
の
支
援

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
義
務
教
育
時
に
か
か
る

経
費
も
子
育
て
世
代
に
は
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
補
助
教
材
費
へ

の
助
成
が
全
児
童
生
徒
に
行
わ
れ
、
大
変

助
か
っ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、
他

に
も
保
護
者
負
担
が
大
き
い
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。
補
助
教
材
費
以
外
の
助
成
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
、
補
助
教
材
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
管
内
市
町
村

と
比
較
し
て
も
補
助
教
材
費
の
助
成
額
に

つ
い
て
は
、
本
町
は
最
も
高
額
で
あ
る
。

学
力
向
上
対
策
の
観
点
か
ら
、
令
和
２
年

度
予
算
に
は
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
一
人
当

た
り
１
，０
０
０
円
を
増
額
し
、総
額
１
，

６
５
７
千
円
を
提
案
し
て
お
り
、
一
層
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

補
助
教
材
費
以
外
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
が
適
当
な
も
の
と
町
か

ら
助
成
が
必
要
な
も
の
を
分
析
し
、
総
合

教
育
会
議
等
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
、検
討
し
て
い
く
。

１　
少
雪
に
よ
る

　
　
　
　
農
業
被
害
へ
の
対
策

Ｑ
【
白
井
議
員
】　
今
冬
は
暖
冬
で
あ
り
、

農
業
者
は
水
田
の
水
不
足
な
ど
営
農
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

土
壌
凍
結
の
た
め
、
牧
草
や
秋
ま
き
小
麦

な
ど
根
切
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
少
雪
に
よ

る
農
業
被
害
へ
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
全
道
的
な
暖
冬
少
雪

に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に

よ
り
、
過
去
に
例
の
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
き

て
く
る
の
か
予
想
が
つ
か
ず
、
農
業
に
お

い
て
は
、
特
に
凍
結
に
よ
る
越
冬
作
物
の

根
切
れ
や
鹿
の
食
害
に
よ
る
被
害
で
収
量

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、春
以
降
の
生
育
、

水
不
足
へ
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
農
業
被
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状

で
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
被
害
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

　
今
後
、
気
象
状
況
の
把
握
に
努
め
、
融

雪
期
の
営
農
技
術
対
策
や
生
育
状
況
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
、
連
携

を
図
り
、
春
以
降
に
お
け
る
生
育
状
況
に

お
い
て
、
被
害
が
確
認
で
き
た
段
階
で
、

状
況
に
応
じ
た
具
体
的
な
対
策
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

町
政
を
問
う
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２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

Ｑ
【
白
井
議
員
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
地
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
教
育

現
場
に
お
い
て
学
校
閉
鎖
等
の
対
応
が
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
と
遠
別
町
立
国
保
病
院
で
は

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の

か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
国
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
水
際
で

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
、
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
で
示
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、各
種
事
業
、イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、

国
や
道
か
ら
の
要
請
に
よ
る
小
・
中
学
校
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
休
業
を
会
議
開
催
に
よ

り
決
定
し
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
感
染
者

か
ら
の
症
状
・
経
過
、
濃
厚
接
触
者
、
行

動
歴
の
聞
き
取
り
及
び
濃
厚
接
触
者
の
調

査
は
道
が
行
う
の
で
、
町
と
し
て
の
対
応

は
な
い
と
道
に
確
認
し
て
い
る
。

　
感
染
者
の
行
動
歴
で
、
町
の
施
設
を
頻

繁
に
利
用
し
て
い
た
場
合
は
、
利
用
状
況

に
も
よ
る
が
、
施
設
の
消
毒
作
業
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　
遠
別
町
立
国
保
病
院
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通

知
及
び
感
染
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
る
。

１　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と

　
　
　
児
童
生
徒
の
防
犯
対
策

Ｑ
【
小
森
議
員
】　
日
本
の
各
地
域
で
子

ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
重
大
な
事
件

に
な
って
い
る
。
一般
社
会
に
お
い
て
も
、
凶

悪
な
犯
罪
が
各
地
で
発
生
し
、
ニュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
４
月
に
は
道

の
駅
「
え
ん
べつ
富
士
見
」
が
新
し
く
オ
ー

プ
ン
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
施
設
内
部
や
駐
車
場
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
や
防
犯
対
策
が
整
備
さ
れ
る
と
伺
って

い
る
。
他
の
公
共
施
設
等
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
考
え
て
い
る
の
か
？
児
童
・
生
徒

の
通
学
時
の
防
犯
対
策
は
？

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置・

運
用
を
規
定
し
た
法
律
が
存
在
し
な
い
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
方
法
は
各
自
治

体
に
委
ね
ら
れ
、
自
治
体
は
条
例
・
規
則

等
で
管
理
方
法
の
規
定
と
設
置
場
所
の
公

開
な
ど
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
慎
重

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
公
共
施
設
等
の
管
理
は
、
一
部
施
設
を

除
き
、
夜
間
・
休
日
に
警
備
員
を
配
置
し

管
理
し
て
お
り
、
過
去
に
事
故
も
発
生
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
管
理
・

運
営
上
、
防
犯
対
策
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
公
共
施
設
等
の
新
設
、
建
替

え
時
は
、
設
置
方
法
等
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
【
佐
藤
教
育
長
】　
児
童
生
徒
の
通
学

時
の
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
、

本
町
に
は
地
域
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
・
駆
け
込
み
１
１
０
番
と
し
て
、
６
ヶ

所
の
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い

る
。
事
件
・
事
故
に
あ
っ
た
人
、
見
た
人

が
連
絡
す
る
場
所
、
ま
た
は
、
子
ど
も
達

の
避
難
所
と
し
て
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　
各
学
校
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
達
の
通

学
路
を
す
べ
て
把
握
し
て
お
り
、
小
学
校

入
学
時
に
は
、
全
員
に
安
全
笛
を
配
布
し

て
い
る
。

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
遠
別
町
児
童

生
徒
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
、

情
報
交
換
や
対
策
協
議
な
ど
、
子
ど
も
達

が
よ
り
安
心
・
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

２　
町
長
の
政
治
姿
勢

Ｑ
【
小
森
議
員
】　
令
和
２
年
10
月
に
は
、

２
期
８
年
の
笹
川
町
政
の
区
切
り
の
時
と

な
る
。
３
期
目
に
向
か
っ
て
の
、
立
起
に

つ
い
て
伺
う
。
立
起
の
考
え
な
ら
、
３
期

目
に
向
か
う
、
強
い
町
政
へ
の
思
い
も
合

わ
せ
て
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
２
期
目
の
施
策

が
展
開
途
中
で
も
あ
り
、
新
年
度
は
、
病

院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を
受

け
ま
し
た「
町
立
診
療
所
建
設
基
本
設
計
」

の
着
手
や
、
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
に

あ
り
ま
す
、
本
町
の
教
育
環
境
の
向
上
に

向
け
た
、
中
学
校
の
建
設
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
後
援
会

や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
ご

理
解
を
得
ま
し
て
、
３
期
目
に
向
か
っ
て

出
馬
を
し
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」

の
実
現
に
向
け
、
町
政
運
営
に
全
力
を
傾

け
、
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

議会からのたより
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令
和
２
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で

一
般
会
計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
３
月
９
日
・
10
日
の
２

日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長

に
は
柏
谷
議
員
、
副
委
員
長
に
は
大

石
議
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の
あ
っ

た
す
べ
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計
】

― 

総
　
務
　
費 

―

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
シ
ス
テ
ム
の
更
新

山下委員

Ｑ　

具
体
的
に
い
つ
か
ら
始
ま
っ

て
、
交
換
し
た
際
、
町
民
に
説
明
会

な
ど
の
開
催
予
定
は
あ
る
の
か
？

橋本
総務課長

Ａ　

説
明
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
な
交
換
時
期
は
６
月
か
ら
９
月
ま

で
の
４
ヶ
月
間
。
事
前
調
整
で
、
各

交
換
世
帯
に
電
話
等
で
い
つ
が
良
い

か
具
体
的
な
調
整
を
４
月
に
入
っ
て

か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

若
者
移
住
交
流
体
験

山本委員

Ｑ　

こ
の
事
業
の
概
要
は
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

今
ま
で
各
大
学
に
職
員
が
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
、
学
校
訪
問
す
る
形
で

行
っ
て
い
た
。
た
だ
行
く
の
で
は
な

く
、
逆
に
大
学
生
に
遠
別
町
に
来
て

も
ら
い
、
遠
別
町
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、20
名
程
度
の
大
学
生
、

専
門
学
生
を
遠
別
町
に
呼
び
、
遠
別

町
の
若
者
と
交
流
し
、
遠
別
町
の
情

報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

山
本
委
員

Ｑ　

事
業
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
や
っ
て
い
く

の
か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

業
者
の
方
で
各
大
学
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
募
集

を
か
け
た
い
。

タ
ク
シ
ー
助
成
券
対
象
の
拡
大

山
本
委
員

Ｑ　

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
助
成
金

に
つ
い
て
、
現
在
１
、２
級
で
、
タ

ク
シ
ー
券
は
、
今
年
か
ら
６
枚
か
ら

10
枚
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
３

級
の
人
も
該
当
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
多
い
。
緩
和
し
て
何
と
か
な

ら
な
い
の
か
？

室矢
福祉課長

Ａ　

今
現
在
、
１
級
、
２
級
の
方
を

該
当
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
助

成
事
業
だ
と
か
、他
の
事
業
も
あ
り
、

そ
う
い
う
も
の
も
道
の
状
況
に
習
っ

て
１
級
、
２
級
ま
で
該
当
さ
せ
て
い

る
よ
う
な
状
況
で
行
っ
て
い
る
の

で
、
こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
１
級
、
２

級
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

笹川町長

Ａ　

こ
の
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
助

成
金
と
い
う
形
で
、
重
度
っ
て
い
う

の
は
何
度
ま
で
の
こ
と
を
言
う
の

か
、
こ
の
辺
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
障
が

い
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
と
い

う
形
が
一
番
理
想
的
だ
が
、
財
政
的

な
問
題
も
あ
る
。
国
、
道
の
補
助
金

も
当
然
入
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
委

員
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、
そ
の
辺
の
捉
え
方
が
難
し

い
。

　

片
方
で
３
級
ま
で
対
応
し
て
い

て
、
片
方
は
２
級
と
い
う
形
は
、
バ

ラ
ン
ス
上
、不
公
平
感
も
出
て
く
る
。

こ
の
後
に
向
か
っ
て
統
一
的
に
障
が

令
和
２
年
度　
遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

議会からのたより
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い
者
の
３
級
な
ら
、
３
級
っ
て
い
う

形
の
も
の
が
す
べ
て
行
政
の
中
に
取

り
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
想
だ
と

思
う
。

― 

農
林
水
産
業
費 

―

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

木村委員

Ｑ　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
と

新
規
就
農
経
営
発
展
支
援
事
業
は
ど

の
よ
う
な
形
で
や
る
の
か
？

小森
経済課長

Ａ　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

は
、
新
た
に
経
営
者
と
し
て
営
農
し

て
い
く
方
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い

く
。こ
れ
に
つ
い
て
は
国
の
事
業
で
、

町
と
し
て
は
間
接
補
助
に
な
り
、
就

農
１
年
か
ら
５
年
間
の
部
分
に
つ
い

て
補
助
す
る
。

　

新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
事
業

は
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
が

終
わ
り
、
６
年
目
以
降
の
方
に
対
し

て
５
年
間
、
経
営
に
か
か
る
機
械
借

上
料
や
、
土
地
購
入
費
等
を
補
助
し

て
い
く
。

有
害
鳥
獣
駆
除
と
被
害
額

白井委員

Ｑ　

昨
年
の
有
害
鳥
獣
駆
除
の
実
績

は
？
ま
た
、
農
産
物
の
被
害
額
は
ど

の
く
ら
い
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

捕
獲
数
は
、
30
年
度
は
エ
ゾ
シ

カ
５
３
２
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
２
５
５

頭
、
カ
ラ
ス
等
３
０
１
羽
、
ヒ
グ
マ

６
頭
、
キ
ツ
ネ
13
頭
。

　

被
害
額
は
、
30
年
度
は
エ
ゾ
シ
カ

７
，
３
２
８
千
円
、
ア
ラ
イ
グ
マ

８
１
３
千
円
、
キ
ツ
ネ
４
５
千
円
、

カ
ラ
ス
等
２
１
８
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

山
本
委
員

Ｑ　

毎
年
、
鹿
、
熊
の
駆
除
数
は
前

後
す
る
と
思
う
が
、
予
算
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
農
家
か
ら
の
要
請
は

何
件
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
過
去
に
罠
を
か
け
る
講
習

等
行
っ
て
い
た
か
、
こ
れ
か
ら
も
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

農
家
か
ら
の
要
請
は
、
農
協
を

通
じ
て
被
害
が
あ
っ
た
等
の
情
報
が

入
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
猟
友
会

が
見
廻
り
な
が
ら
捕
獲
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
一
回
一
斉
捕
獲
等
を
行
っ

て
い
る
。
過
去
に
、
箱
罠
関
係
の
講

習
等
を
行
っ
て
き
た
経
緯
は
あ
り
、

今
後
も
、
農
家
を
は
じ
め
、
要
望
が

あ
っ
た
際
に
、
留
萌
振
興
局
等
の
協

力
を
仰
ぎ
、
検
討
し
た
い
。

― 

商
　
工
　
費 

―

道
の
駅
の
備
品
活
用

山
下
委
員

Ｑ　

ロ
ボ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
利
用
料
、

備
品
購
入
費
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

ロ
ボ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
は
、
道
の

駅
に
町
が
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
１
台
設
置

し
、
来
客
者
の
方
に
案
内
等
も
含
め

活
用
す
る
。

　

小
中
学
校
で
は
３
年
程
前
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
を
実
習
で
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

も
活
用
し
な
が
ら
で
き
れ
ば
と
い
う

考
え
で
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
液
晶
の
掲
示
板
で
、
道
の
駅
の

入
口
等
に
イ
ベ
ン
ト
内
容
、
広
告
、

町
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
そ
の
時
々
に
応

じ
た
形
で
掲
載
す
る
内
容
を
変
え
て

い
き
た
い
。

― 

消
　
防
　
費 

―

防
災
備
蓄
倉
庫
の
備
品

小森委員

Ｑ　

防
災
備
蓄
倉
庫
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
建
物
の
大
き
さ
と
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
等
の
他
に
何
を
保
管
す
る
の

か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

大
き
さ
は
、
６
ｍ
×
７
ｍ
で
42

㎡
、
今
の
備
蓄
倉
庫
の
約
３
倍
の
大

き
さ
。
令
和
２
年
度
は
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
30
個
を
備
蓄
す
る

予
定
。
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小
森
委
員

Ｑ　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
的
に
ま

だ
他
の
物
が
入
る
と
思
う
が
、
今
回

の
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
物
を
こ
れ
か
ら
備
蓄
す
る
の

か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
を

入
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
仕
切
る
間
仕

切
り
の
物
も
考
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、将
来
的
に
は
、

マ
ス
ク
の
備
蓄
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
そ
れ
と
赤
ち
ゃ
ん
用
の
液
体
ミ

ル
ク
も
、
少
し
で
も
備
蓄
し
て
お
い

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
方
で
、
そ
う
い
う
物
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
い
き
た
い
。

― 

教
　
育
　
費 

―

英
語
指
導
助
手
の
配
置

小
森
委
員

Ｑ　

英
語
指
導
助
手
の
配
置
だ
が
、

今
回
予
算
組
み
が
変
わ
っ
て
い
る
要

因
は
？

瀧川
教育次長

Ａ　

今
年
度
ま
で
は
、
民
間
の
業
者

に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
次
年

度
は
、
本
人
が
遠
別
町
に
ず
っ
と
い

た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
会
社
と

協
議
し
た
。
契
約
で
は
終
了
し
て
も

２
年
間
は
雇
用
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
強
い

希
望
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
次
年

度
は
紹
介
手
数
料
を
支
払
い
、
町
が

直
に
雇
用
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
る
。

― 

一
般
会
計
総
括 

―

健
康
づ
く
り

小
森
委
員

Ｑ　

健
康
推
進
事
業
の
検
査
検
診
に

つ
い
て
、
町
民
が
健
康
推
進
に
13
項

目
に
お
け
る
、
検
査
検
診
が
受
診
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
検
査
後
の

不
安
解
消
の
た
め
少
し
で
も
早
い
検

査
・
検
診
結
果
を
望
ん
で
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
応
策
は
？

室
矢
福
祉
課
長

Ａ　

が
ん
検
診
の
関
係
は
、
旭
川
の

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
と

な
っ
て
い
る
が
、
検
査
結
果
は
役
場

に
一
旦
来
る
が
、
緊
急
を
要
し
て
再

検
査
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
早

め
に
来
る
。
緊
急
、
再
検
査
の
判
断

は
検
査
機
関
で
判
断
す
る
が
、
緊
急

的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
部

分
よ
り
も
早
く
来
る
の
で
再
検
査
を

早
め
に
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な

る
。

笹
川
町
長

Ａ　

健
康
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
福

祉
課
長
の
答
弁
の
と
お
り
。
こ
こ
１

年
位
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
病

気
の
状
況
を
伺
う
と
、
普
段
の
健
康

診
査
、
健
康
管
理
が
仕
事
で
忙
し
い

せ
い
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
若

干
欠
け
て
い
る
か
な
と
い
う
見
方
も

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ド
ッ
グ
を
受
診
し
よ
う
と
思
っ
て

も
、
仕
事
で
忙
し
く
受
け
ら
れ
ず
、

結
果
的
に
ド
ッ
グ
を
受
診
し
た
ら
す

で
に
手
遅
れ
に
近
い
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
く
。

　

町
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
に
ド
ッ
ク
等
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
無
償
の
よ
う
な
形
で

受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
病
状
が
重
い
場
合
に
は
、

直
ち
に
連
絡
を
く
れ
る
よ
う
な
対
応

も
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
早
く

受
診
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

小
森
委
員

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金
を
増

や
す
た
め
、
周
知
す
る
サ
イ
ト
の
拡

大
、
返
礼
品
が
欠
品
す
る
こ
と
に
よ

る
寄
附
者
の
減
を
防
ぐ
た
め
、
返
礼

品
製
造
の
外
部
委
託
も
方
法
の
一
つ

と
思
う
が
、
今
後
の
課
題
は
？

富士原
副町長

Ａ　

現
在
は
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

で
Ｐ
Ｒ
し
、
応
援
寄
附
金
を
集
め
て

い
る
所
で
あ
る
が
、
他
に
ヤ
フ
ー
等

色
々
あ
る
と
思
う
の
で
順
次
検
討
し
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て
い
き
た
い
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
限
定
の
も

の
を
ど
の
よ
う
に
数
を
増
や
し
て
い

け
る
か
農
業
、
漁
業
、
商
工
業
者
と

協
議
し
、
増
や
せ
る
も
の
は
増
や
し

て
い
た
だ
き
、
違
う
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
、
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
寄
附
金

を
増
額
し
て
い
き
た
い
。
遠
別
農
業

高
等
学
校
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
授

業
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
数

量
は
増
え
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

　

外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、
お
菓
子

と
か
も
ち
米
を
使
用
し
た
も
の
は
、

外
部
業
者
を
使
い
な
が
ら
商
品
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
も
ち
米
以

外
の
も
の
も
使
っ
て
何
か
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

笹
川
町
長

Ａ　

私
が
町
長
に
な
っ
て
か
ら
返
礼

品
を
拾
い
上
げ
、
多
く
の
返
礼
品
を

出
し
、
1
億
円
を
超
え
る
状
況
に

な
っ
て
き
た
が
、
返
礼
品
が
頭
打
ち

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

地
元
で
生
産
物
、
返
礼
品
を
加
工

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
札
幌
、
登
別
の
業
者
に
依
頼

し
、
加
工
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
こ
う

と
努
力
し
て
い
る
。

　

対
外
的
に
も
代
々
木
フ
ェ
ア
や
旭

川
食
べ
マ
ル
シ
ェ
等
、
色
々
な
場
所

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
遠
別
町
の

Ｐ
Ｒ
を
私
ど
も
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
皆
さ
ん
方
に
し
て
い
た
だ
き
、
遠

別
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

― 

国
保
病
院
事
業
会
計
総
括 

―

病
院
の
体
制
整
備

木
村
委
員

Ｑ　

医
師
が
二
人
か
ら
一
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
稚
内
や
旭
川

の
病
院
に
行
く
患
者
さ
ん
が
増
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
診
療
所
に

な
っ
て
も
医
師
を
二
人
置
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
？

笹
川
町
長

Ａ　

医
師
不
足
は
、
遠
別
だ
け
で
な

く
、
ど
こ
の
病
院
も
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　

う
ち
の
病
院
は
、
院
長
一
人
で
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
医

師
の
体
が
続
か
な
い
と
い
う
事
で
、

医
療
振
興
財
団
、
旭
川
医
大
の
方
か

ら
、
土
、
日
、
祝
祭
日
等
に
つ
い
て

は
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

地
元
の
患
者
さ
ん
は
、
来
て
い
た

だ
い
た
医
師
に
診
て
も
ら
う
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
と
い
う
形
に
は
な
っ

て
こ
な
い
。そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、

患
者
さ
ん
も
少
し
ず
つ
、
他
の
病
院

に
流
れ
て
行
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
病
院
開
設
者
協
議
会
等
に
出
向

き
、
お
願
い
し
て
お
り
、
遠
別
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
道
の
地
域
医
療
振

興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
も

遠
別
町
立
国
保
病
院
と
し
て
医
師
を

招
聘
し
た
い
と
い
う
事
で
、
色
々
な

条
件
を
付
け
な
が
ら
掲
載
し
て
い
る

が
、
声
が
掛
か
っ
て
こ
な
い
。

　

例
え
ば
、声
が
掛
か
っ
て
き
て
も
、

顔
は
見
え
る
が
、
実
態
と
し
て
ど
ん

な
医
師
な
の
か
理
解
で
き
な
い
よ
う

な
状
況
の
中
で
話
が
進
む
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
医
師
な
ら
と
い
う
医
師
を

掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
今
の
状

況
で
あ
る
。

　

道
の
地
域
医
療
振
興
財
団
等
に
、

引
き
続
き
医
師
確
保
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

診
療
所
に
し
た
ら
尚
更
の
事
、
医

師
一
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
前

に
お
ら
れ
た
副
院
長
が
在
宅
診
療
も

さ
れ
て
お
り
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
な
診
療
所
の
体
制

も
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
私
の
強
い
希
望
で
あ
る
。
そ
れ

に
応
え
て
い
た
だ
け
る
医
師
を
ど
う

確
保
す
る
か
が
ま
ず
前
提
に
な
っ
て

く
る
。

　

地
道
に
医
師
を
探
す
べ
く
、
道
内

だ
け
で
は
な
く
、
本
州
の
方
に
も
医

師
を
探
し
に
行
か
な
け
れ
ば
行
け
な

い
の
か
な
と
も
思
っ
て
お
り
、
も
う

少
し
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄附
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シリーズ えんべつ町民 独占インタビュー

遠別商工女性部にインタビュー
部　長　穀　蔵　千恵子 さん
副部長　堀　江　秀　子 さん・坂　川　ゆき子 さん・後　藤　葉　子 さん

　遠別商工会女性部は、現在 59名の会員で構成され、山菜祭りでの山菜料理の提供、
新入学 1年生に交通安全愛の鈴の寄贈、各種イベントへの協力など、地域のため様々な
活動をされています。
　特に、イベント等での出店では、町内だけでなく、旭川市、東京都などで「えんべつ
コロッケ」の販売を行い、遠別町の知名度アップに多大な貢献をされています。
　「えんべつコロッケ」は、平成 24年に遠別商工会主催のＢ級グルメコンテストで、
多数の応募の中からグランプリに輝き、遠別町の新たな特産品として期待されました。
しかし、コストをはじめ、様々な要因により町内では商品化に取組む企業がない状態で
ありました。このままでは新しい特産品としてのアイデアが埋もれてしまうと、平成
25年に商工女性部で商品化への取組みが始められました。
　当初は、食感やレシピの作成に苦労し、最初は芋を炊いてみましたが、べちゃべちゃ
感が残ってしまい、試行錯誤しながら、結局「蒸したほうがいいね」となり、今のホコ
ホコとした食感となり、平成 27年にえんべつコロッケが完成しました。
　平成 29年５月に札幌ドームで開催された「なまらうまいっしょグランプリ」に参加
した時には、売れすぎてコロッケ作りが大変でしたが、グランプリ 2位（驚き‼）。昨年、
茨木県で開催された全国コロッケフェスティバルでは、38団体参加者のほとんどが大
手企業で機械製造の中で、私たちはひたすら手作りで、堂々 3位の栄誉、「人生の中で
大きな感動の一幕でした。」今後は若い人達に受け継いでほしいと願っています。また、
茨木県や東京都代々木公園のイベントでは、東京遠別会の皆様より、大きなお力添えが
あり、感謝の気持ちでいっぱいです。と話されていました。
　令和２年 10月には、新潟県で開催される全国コロッケフェスティバル・グランプリ
大会に参加される予定との事で、今後、益々のご活躍を期待します。

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

Vol.3

「えんべつコロッケ」
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議会を傍聴してみませんか
次の定例会は６月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（小森委員）
　世界中の脅威、新型コロナウイルス、日本各地の経済
がどうなるのか？農業者も春先の播種期を迎えて、気が
重い。
　私たち農業者は、農畜産物が安定価格で販売されるこ
とを強く望んでいる。改めて食料の大切さを考え、安心
安全な農畜産物生産に今までの経験をもとに努力を惜し
まない。一分一秒でも早く、世界中の新型コロナウイル
ス感染が終息することを
願っている。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　６ページのタイトル写真は、３月２６日、
商工女性部様にインタビューに伺った際
に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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